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電子国土Webシステムと連動したデータベースの構築

南斉清巳*1' 桐原健太*2

A study on database system using the "Denshikokudo" Web system 

Kiyomi NANSAI, Kenta KIRIHARA 

The Web site using the data basesystem which cooperates with map information server is very useful. However, 

the construction of such Web site is generally costly. The site using an open map server like "Google Maps" has 

been increasing. "Denshi-kokudo Web System" which was made by The Geospatial Information Authority of 

Japan in 2003 is one of the open map servers. We built a Web system using database and "Densi-kokudo Web 

system". We got the way to use "Denshi-kokudo Web System API" and found the "Denshi-kokudo Web System" 

very beneficial. This paper shows an example how to construct the Web system using database and 

"Densi-kokudo Web System". 
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1. 目的

Web上で地図を使っで情報を発信する場合、通

常は背景となる地図やGISソフトウェア（コンピ

ュータで地図を扱うためのソフトフェア）が必要

になる。しかし、これらの購入，更新にかかる費

用やサーバの負担を考えると、導入は容易ではな

し、0

電子国土webシステムでは、国土地理院が提供

する背景地図情報と APIを使用することにより、

重ね合わせる地理情報を用意するだけで地図情報

発信サイトを構築することが可能になる。

本研究では、電子国度Webシステムとデータベ

ースを連携させ、動的な情報発信が可能なシステ

ムを構築することを目的とする。

2. システム概要

本研究で構築した、 地図表示とデータベースを

連携させたシステムの概要を図 1に示す。

WebサーバソフトにはApache、データベース

ソフトにはRDBMS(関係データベース管理シス

テム）である、 MySQLを使用している。地図情

報に関してはインターネット上にある国土地理院

の「電子国土Webシステム」を利用している。

Webサーバとデータベースサーバは同ーコンヒ°

ュータ上で動作している。
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図 1.システム概要

2. 1電子国土Webシステムと AP!

Webサーバ

「電子国土Webシステム」とは、国土地理院

が提供する、数値化された国土に関する様々な地

理情報を位置情報に基づいて、インターネッ ト上

で表示するサイバー国土のことである。

平成 15年 7月の電子国土公開以来、これまで

は、国 ・地方公共団体等のほか非営利団体に限っ

て技術情報を提供してきたが、現在では、「電子国

土Webシステム技術情報の使用にあたって」に

記載された条件の下でこれらの技術情報を使用す

ることにより 、だれでも地図を使ったホームペー

ジを簡単かつ廉価に構築することができるように

なっている。電子国土Webシステムを利用する

ためには、国土地理院が提供する電子国土Web

システム作成のためのAPI(Application 

Programming Interface)関数を用いる。これら

の情報は「電子国土ポータルサイト」

(http://portal.cyberjapan.jp/index.html)に詳しく

紹介されている。本システムではWebブラウザ

上への地図表示や操作を行うために、 Javascript

から APIを呼び出している。従って、本システム

のWebページ部分はHTMLとJavascriptを用

いて記述している。

2.2データベースアクセス

本システムではWebページからデータベース

にアクセスする必要がある。Javascriptは利用者

のWebブラウザ上で実行される「クライアント

サイドスクリプ ト」であり、 Webページの表示を

動的に生成するには適しているが、サーバ側で動

作しているデータベースを操作する用途には適し

ていない。さらに、クライアント側から直接デー

タベースを操作できるようにすることはセキュリ

ティ面から見ても好ましくない。

このため、本システムではデータベースアクセ

スはPHPを介して行うことにした。PHPはサー

バ上で実行される「サーバサイドスクリプト」で

あり 、データベースの操作を行うのに適している。

2.3 JavascriptとPHPの連携

本システムでは「jQuery」という Ajaxライブ

ラリを導入し、クライアントサイドスク リプトで

ある Javascriptと、サーバサイドスクリプトであ

るPHPを連携させている。これにより、

Javascriptがもつ、画面遷移を起こさないで処理

できる利点を活かし、PHPがもつリクエストの度

にWebページの再読み込み（画面遷移）が起こ

る欠点を補っている。

2.4 Ajaxライ ブラリ

Ajax (Asynchronous Javascript + XML)ライ

ブラリとは、 Javascriptで非同期通信を行うため

の関数ライブラリである。

PHPや HTML等で記述されたWebページで

行われている同期通信では、サーバヘのリクエス

トの実行結果をWebページとして受け取り、再

読込みすることで表示を行っている。よって、リ

クエストの度に画面遷移が起こってしまう。

非同期通信はサーバとの通信をバックグラウン

ドで行い、結果から Webページを動的に書き換

えることで表示を行うため、画面遷移のないWeb

ページを作成することができる。

Ajaxの技術を使用することにより、 Javascript

とサーバ上のプログラムが連携した高度なWeb

アプリケーションを構築することができる。Ajax

を使用したシステムとしては、 Google社の

「GoogleMap」や「Gmail」等が有名である。

jQueryはコンパクトなJavascriptファイル（本

システムで使用したvl.32は56KB)一つのみで

構成されているにもかかわらず、非同期通信等の

高度な機能を簡易に使用できるため、人気のある

Ajaxライプラリである。jQueryを導入したこと

により、 JavascriptとPHPのスムーズな連携が

可能になった。

3. システムの仕様



電子国士Webシステムと連携したデータベースの構築

3. 1データベース

本システムで使用するデータベースの題材は、

「栃木県及びその周辺地域の中学校を対象と した、

本校の受験者数」としている。ただし、登録して

あるデータは動作確認用のテストデータである。

本データベースは「chugakul」,「chugaku2」

という名前の二つのテーブルで構成されている。

それぞれのテーブルの仕様について以下で説明す

る。

・chugaku1テーブル

chugakulテーブルを表 1に示す。

学校名を主キー（値の重複と無入力ができない

項目）とし、住所、生徒数、経度と緯度、といった

中学校ごとの情報を記録するテーブル。学校名，

住所のふりがなは、ソート機能を正しく動作させ

るために追加した項目である。

表 1.chugakulテーブル

項目名 定義

namae (学校名） VARCHAR(20) 主キー

na_kana (学校名・ふりがな） VARCHAR(20) 

jusho (住所） VARCHAR(32) 

ju_kana (住所・ふりがな） VARCHAR(32) 

seito (生徒数） INT 

keido (経度） DOUBLE 

1do (緯度） DOUBU三

・chugaku2テーブル

chugaku2を表2に示す。

表 2.chugaku2テーブル

項目名 定義

namae (学校名） VARCHAR(20) 主キー

nendo (年度） INT 主キー

M_n (M科・入学者数） INT 

M_o (M科・応募者数） INT 

E_n INT 

E_o INT 

D_n INT 

D_o INT 

C_n INT 

C_o INT 

A_n INT 

A_o INT 

諏名と年度のペアが主キーとなる、複合主キ

ーという方式をとっているテーブル。中学校 ・年

度ごとの入学者数，応募者数を各学科記録する。

3. 2 Webページ

実際に利用者のWebブラウザ上で表示される

Webページを図 2に示す。

小山富専畳麟書惰縄データペース

図2.実際のWebページ

本ページの右側部分を「データ表示部」、左側部

分を「地図表示部」と呼ぶこととする。

3. 2. 1データ表示部

データベースヘのリクエストと結果の表示を行

う部分。以下にデータ表示部の操作の仕様にちぃ

てを示す。

・データ表示，検索 ソート

「全データ表示」のクリックを行った場合は登

録されている項目の全て、 「検索」のテキストボッ

クスヘの入力を行った場合は一致する学校名又は

住所を持つ項目に絞り込んでデータの取得 ・表示

を行う。全データ表示を実行した結果が図 2であ

る。検索の実行結果を図 3に示す。

小山富専受麟書憎輯データペース

,-1 [iJ 国

図3.検索 ・実行結果

全データ表示 ・検索の実行で表示される項目は、
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表示番号、chugakulから取得した学校名，住所，

生徒数、chugaku2から取得した本年度の合計入

学者数である。

通常は学校名の五十音順でソー トされた結果が

表示されるが、項目をクリックすることで他の項

目でのソートを行うことができる。図4に生徒数

の項目をク リック した際の実行結果を示す。

小山菖専曼験看情輯データベース

巨l .tJ 7
 

図4.生徒数ソー ト・実行結果

• 中学校別詳細表示

諏名の横にある表示番号をク リックすると、

中学校ごとの詳細な情報の表示を行う。図2の状

態で表示番号(4)をクリックし、「小山中学校」の

詳細情報を表示した結果を図 5に示す。

全データ表示の結果が消え、上部に chugakul

の全項目、下部にchugaku2から取得した年度ご

との受験者数 ・応募者数及びそれぞれの合計が表

示される。

また、「ここにズーム」をク リックした場合は、

その学校の位置にズーム (1/10000)を行い、「一

覧に戻る」をクリックした場合は表示番号をク リ

ックする前の状態に戻る。

D!llEl!l.JIII 
＂重· ··~● " .... _ ... . 

.tJ 

小山富事受麟看情鰭データペース

..i .!J 

図5.中学校別詳細表示 ・実行結果

・データ追加

データ表示部の上部にある「データ追加」をク

リックすることで、新規に中学校のデータを登録

するページが新しいウィンドウで開く。データ追

加のページを図 6に示す。

小山高専受験者データペースデータ追加

＃認： 小山鑢胃中字校 ＝ 

一
市JZl)'IJJ憬南中学校灌淋専l)'IJJ市〉

桟索桔果の消去

＃蕗砂）：字なんらoうがメう＝

住所： 奮木県小山市夏纏膚1-22-,
．』

田細心）： ＇とら'"""や●l,()飢心うなん 7 
生四： 至
祖 ： 130.8108511 

樟度： ,,.,,.,,, .. 

1-

図6.データ追加ページ

学校名を入力し、検索ボタンをク リックすると、

電子国土が提供する CGIへの検索を行う。登録さ

れていた場合、住所，経度 ・緯度の情報を取得す

ることができる。

全ての項目を入力 して送信ボタンをク リックす

ると、データベースヘの追加が行われ、実行結果

がウィン ドウの下部に表示される。

・データ編集

図5中学校別詳細表示において、「編集」をク

リックした場合、表示している中学校の

chugakulの項目を修正するページが新しいウィ

ンドウで開く。但し、主キーである学校名につい

ては修正をできないようにしている。データ編集

のページを図 7に示す。

小山高専受験者データベースデータ編集

＃認ゆな）：匝在；うが元う

謡： 声 、山市沿井779・1

由Iiゆな）：~ おやましt,,;,ヽ

生徒数： Bこl
瞑： I""""" I 
樟度： 邑き函m

コ
__J 
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~ 
戸可珂茫―| 曲 |由了砂）暦□云―~― 

宝厚~乎寄翌万戸石圧~1
上記の編集を実行しました
帽集桔果の消去

図7.データ編集ページ
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表示した際に、各テキストボックスには現在の値

が入力されているので、任意の項目を修正し、送

信ボタンをクリックすることでデータの修正が行

われる。また、その実行結果がウィンドウの下部

に表示される。

・データ削除

図5中学校別詳細表示において、「編集」をク

リック した場合、表示している中学校における、

chugakul,chugaku2テーブルの全項目のデータ

の削除が行われ、結果を表示するポップアップが

表示される。

・ 受験者情報追加

図5中学校別詳細表示において、下部の「デー

タ追加」をクリックした場合、表示している中学

校の、年度ごとの受験者情報を追加するページが

新しいウィンドウで開く。受験者情報追加のペー

ジを図 8に示す。

小山高専受験者データペース受験者情報追加
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図8受験者情報追加ページ

3.2.2地図表示部

国土地理院の電子国土サーバから取得した、背

景地因画像と、データベースから取得したデータ

をもとに作成した重ね合わせ情報が表示される。

本システムでは、重ね合わせ情報は中学校の経

度 ・緯度情報を素に、 地図上の位置に黒点と表示

番号を表示する方式とした。

また、 地図上でダプルクリックを行うことで、

クリック位置に一番近い位置の中学校を選択し、

中学校別詳細表示を行う動作をするようにした。

4. 機能の実装

4. 1 データベースアクセス

検索 ・表示 ・削除といった、データベースアク

セスを行う機能に共通する一連の操作について説

明を行う。

Webページから PHPへのリクエスト送信、実

行結果の取得には、 jQueryの提供する「$.postO」

という関数を使用する。この関数を使用すること

により、非同期通信でシンプルなPOSTリクエス

トを簡単に送ることができる。以下にこの関数の

書式を示す。

$.post(送信先のURL,送信するデータ，通信成

功時実行する関数）

本システムでは、送信するデータを JSON

(JavaScript Object Nation)という方式で記述

した。

JSONとは、 XML等と同様のデータ記述言語

の一種であり、記述が非常に単純でJavascript

で扱いやすく、多くのプログラミング言語で書き

出 し • 読み出 しが可能なため、 Ajax の分野で広く

使用されている。以下にJSONの記述法を示す。

I {名前 ：値 ，名前 ：値，．．．．．． ，名前 ：値} I 
PHPもJSONをサポートしているため、非常

にスムーズに値を渡すことができた。

次に、PHPが受け取ったデータをもとにデータ

ベースヘのアクセスを行う。 PHPにはMySQL

ヘアクセスする関数が用意されているため、 SQL

文を記述するのみでデータベースヘの操作を行う

ことが出来る。後は結果となる HTMLを出力さ

せるのみでPHPの記述は終了である。

しかし、ここで値の文字化けが起こり正常な動

作が行われない状態が発生してしまった。この原

因は、つぎのようなものであった。Webサーバ，

MySQL共に文字コードをEUC-JPで統一してい

たが、非同期通信を行うための根本的な関数であ

る「XMLHttpRequest」はUnicodeでないと動

作しないため、データ送信時に強制的にUnicode

への変換を行っていたためであった。そこで、

PHPで値を受け取った際に EUC-JPに変換して

から処理を行い、実行結果の HTMLを再度

Unicodeに変換するという動作をさせて文字化け

を回避した。また、 Webサーバの設定でPHPの

文字コー ド自動変換機能が有効になっている場合

は正しく動作しないため、この機能を無効にする

必要もあった。

PHPの処理が終わり、実行結果の HTMLが戻

り値として送られてきた後、 $.postに記述した関
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数が動作する。ここで、 jQueryの「HTMLデー

タの要素を、タグの idやclass等で指定して選択

し、操作を行う」といった機能を使用する。この

操作の例を以下に示す。

I <div idゴ'kekka"></div> I 
このような"kekka"という idを持ち、何も記述

されていないdiv要素があったとする。この

HTMLデータは、 Webページ上では何も表示さ

れない部分となる。ここで、次の動作を行う。

I $("#kekka "). html (PHPの実行結果）

この関数は"kekka"という idを持つ要素の

HTMLに（）内の値をセットする、といった動作

を行う。これにより、空のdiv要素にPHPの実

行結果が挿入され、 Webページ上にデータベース

アクセスの結果が表示されることになる。

これらの機能を応用し、検索 ・追加 ・編集など

の機能を実装した。

4. 2電子国土重ね合わせ情報

電子国土Webシステムにおける重ね合わぜ情報

は、表示方式，表示位置クリック等を行った場

合の動作、といった情報を入力した電子国土指定

のXML形式ファイルを用意し、 地図表示の際に

読み込んで表示を行う方式となっている。重ね合

わせ情報の表示例を図 9、表示のためのXMLフ

ァイルの一部を図 10に示す。

図 9.電子国士 ・重ね合わせ情報の表示例

これより、電子国土Webシステムの重ね合わせ

方式は、静的に存在するファイルを使用するシス

テムであり、動的なシステムであるデータベース

との連動には不向きであるといえる。もちろん、

動的にXMLファイルを作成し、読込ませること

で動的な使用ができることは考えられるが、この

重ね合わせ方式は読込みに非常に時間がかかるた

め、データ件数が多くなった場合、読込み時間が

ネックとなり、実用的な動作は出来ないのではな

いかということが予測できる。

そこで、本システムでは本来の電子国土Web

システムとは違う方式で重ね合わせ情報の表示を

行うことにした。

本システム用の重ね合わせ方式には、電子国土

APIの「揮発レイヤ関数」を使用することにした。

揮発レイヤ関数は、 地図上の座標に任意の画像や

文字を直接書き込む関数であり、ファイルの読込

みが起こらないため動作は本来の重ね合わせ方式

と比べて高速となった。さらに、表示のための方

法も、動的なXMLの作成から単にAPI関数にデ

ータベースからの値を代入するのみとなり、デー

タベースとの連動も容易になった。以下にその記

述について説明する。

top.map.draw_color(RGB値）；

top.map.draw _text(フォント， 文字，経度，

緯度 ）；

top.map.draw _color(RGB値）；

top.map.draw _circle(緯度，経度，半径）；

本システムでは、それぞれの中学校の座標に、

黒点と番号を表示するのみなので、描画色の指定，

文字列の描画、円の描画を行う揮発レイヤ関数を

使用するのみで重ね合わせ情報の実装を行う事が

出来た。

4. 3地図上の操作とデータベースの連動

本来の重ね合わせ方式では、地図上の重ね合わ

ぜ情報のクリック等でハイパーリンクやポップア

ップの表示などの動作を行わせることができた。

しかし、本システムで用いた揮発レイヤ関数に

よる重ね合わせ情報は単なる画像であり、選択し

て何らかのイベントを実行するということができ

なくなり、地図上からデータベースと連動した動

作を行えなくなってしまった。この問題を解決す

るため、以下の機能を実装した。

電子国土API関数の一つに、地因上でのイベン

ト（マウスクリック、マウスムーブ等）に対して処

理する関数をイベントハンドラに登録する、

event関数というものがある。以下にevent関数

の書式を示す。

I top.map.event(イベント，処理する関数名）； 1 

地図上でevent関数に登録されたイベントが発生
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した場合、処理関数が実行されるようになる。ま

た、処理関数にはイベントが発生したマウス位置

の経度 ・緯度情報が渡される。

この event関数を使用し、地図上でダブルク リ

ックを押した場合の関数を登録した。

処理関数は、ダブルクリック位置の座標と現在

表示中の重ね合わせ情報の座標の差を取り 、最も

差の小さい座標を持つ中学校を選択したと して、

中学校別詳細情報を表示する、といった動作をす

るようにした。この関数により 、本システムに重

ね合わせ情報とデータベースが連動した動作を行

えるようになった。

5. 考察及び今後の課題

5. 1. ユーザー管理の作成

<?x:ml version="l.O" encoding="Shift_JIS" ?> 

現在のシステムでは、管理者 • 利用者の場合分

けを行っておらず、 Webページにアクセスした全

てのユーザーが自由にデータベースの編集を行え

る状態になっている。

現在はシステム構築のテスト段階なので、ユー

ザー管理の機能が未実装でも問題は無かったが、

実際に不特定多数に公開して利用してもらうシス

テムを作成する場合は、ユーザー管理の機能は必

須であると考えられる。

5.2実際に利用されるシステムの作成

前述の通り、現段階では実際に利用されるシス

テムを作成するには至っていない。

そのため、 地図情報とデータベースが連動した

システムの有用性について利用者からの評価は得

られていない。今後は実際に利用されるシステム

を作成し、複数の利用者の評価を得る必要がある。

<GI timeStamp="2007-10-0IT09:45:20" versionゴ'1.0">
<dataset> 

<layer> 
<name>pointdata_samplel </name> 
<description>点型デークサンプル I</description> 

<style> 
<name>red_circle</name> 
<type>symbol</type> 
<display>on</display> 
<transparent>on</transparent> 
<selection>off</selection> 
<displaylevel>all<ldisplaylevel> 
<symbol> 

<uri>http://cyberjapan.jp/symbols/076.bmp</uri> 
<size> 100,dynamic</size> 

</symbol> 
</style> 
<point> 

<point> 
<CRS uuidref="JGD2000 / (L, B)" I> 
<position> 

<coordinate>l40.082 36.105</coordinate> 
</position> 

</point> 
<name>pointl </name> 
<description> I番目のデータ</description>

<attribute>店舗名＝コンピニA店，＠会社名=00株式会社，URL=http://cyberjapan.jp/</attribute>
</point> 
<point> 

<point> 
<CRS uuidref="JGD2000 / (L, B)" I> 
<position> 

<coordinate>l40.089 36.112</coordinate> 
</position> 

</point> 
. ,n 

IRmP"> 

図 10.重ね合わせ情報用 XMLファイル（抜粋）
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5.3電子国土以外の地図表示システムの使用

今回のシステム構築では、データベースとの連

動方式として、電子国土本来の重ね合わせ方式を

使用しなかったため、電子国士APIが持つ重ね合

わせ情報操作機能を使用することができず、操作

関数を自作した。そのため、電子国土Webシス

テムの利点を十分に活かすことができなかった。

電子国士以外の地図表示システムを利用したシス

テム構築として、例えばGoogleMapを使用した

システム等が考えられる。GoogleMaps APIには

Ajaxの概念が取り入れられているため、データベ

ースとの連動に適切なAPIであると考えられる。

6. 結論

今回のシステム作成において、 地図表示とデー

タベースが連動したシステムの作成についての技

術的なノウハウを得ることができた。

このようなシステムの作成においては、Ajaxの

概念を取り入れることが重要である。Javascript

とサーバーサイドプログラムとの連携を容易にす

るだけでなく 、画面遷移の発生しない、利用者に

とつで即酋なシステムを作成できるという ことも

非常に重要である。

地図情報とデータベースを連携させたシステム

は様々な応用分野が考えられ、非常に有用なもの

だと思われる。今後は本研究で得たノウハウをも

とに実際に利用できるシステムを作成し、これら

のシステムの有用性を確かめていきたい。
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